
 

 

４年生   実践事例    

「人と健康にやさしい町にするために」 

 

指導目標 ◎１年間のたかくら学習を振り返り、高倉の町をよりやさしい町にするために、自分

にできることを考える。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

まちの学習の中で、自分たちのまちが歩くためにやさしいまちかどうかを考えること

で、自分たちの取組が社会とつながり、まちづくりにつながることに気づくことがで

きる。 

対象学年 ４年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 １コマ   

学習構成  

１．高倉の町が「やさしい町」かどうかを考える 

２．どうすれば高倉の町がよりやさしい町になるかを考える 

３．自分にできることを考える 

・高倉の町が人や健康にやさしい町かどうかを考える。 

・「高倉の町がやさしくない」とした理由と繋げながら、よくない部分を

直せばやさしい町になることに気づく。 

・自分が今すぐに始められることを考えることで、実践への意欲をつな

げる。 

４．自分たちの学習が「まちづくり」へとつながる 

・小さな取組であっても、それが広がれば町全体が変わっていくことに

気づく。 

 

まちあるき （事前授業） 

・実際に学区内を歩き、道路で子どもやお年寄りに心配な場所はないか、

福祉面からもルートチェックを行い、地図に書き込む。 



 

 

４年生［総合_人と健康にやさしい町にするために］（京都市立高倉小学校） 

 

【学習指導案】 

 

 

  



 

 

【板書写真】 

 

 
 

 




